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4）その他注意すべき患者
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● 間質性肺炎
間質性肺炎の既往歴のある患者は、間質性肺炎が増悪又は再発することがあることから、慎重に投与
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③ C型肝炎ウイルス
HCV抗体検査

上記以外にも、必要に応じてその他の感染症や悪性腫瘍等に関する検査を実施してください。

免疫抑制・化学療法により発症するB型肝炎対策ガイドライン
注1）
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＜潰瘍性大腸炎＞
潰瘍性大腸炎に対する治療は、0週、2週、6週およびそれ以降に8週間隔で、1回当たり体重1kg当たり
5m
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1 ） 患 者 さ ん へ の 注 意 喚 起
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●  国内で実施された関節リウマチ患者を対象とした臨床試験において、本剤が投与された228例中
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2．重大な副作用

1） 脱髄疾患
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6） 重篤な血液障害



46国内臨床試験における副作用発現状況







9.5 妊婦
9.5.1  妊婦又は妊娠している可能性のある女性には，治療上の有益性が危険性を上まわる






